












































































































家幸栄丸の場合、町内拝借金 150 両 ･ 長谷川亀
























　この一件の史料は長谷川家文書抽 4-6-4 に 30
点が一括されているほか、501-14 の中に数点、





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（４）新店は 1702 年（元禄 15年）、向店は 1783




















で少なくとも 1791 ～ 1805 年（寛政３～文化
２年）に北組買次仲間として確認できる。
（11）長谷川家文書抽 3-1-80
（12）一色町松本家文書では 1852 年（嘉永５年）
５月の手板が初出である。
（13）一橋大学図書館所蔵長谷川木綿店古帳によ
る。
（14）一色町松本家文書 2-3
（15）長谷川家文書「別家履歴」
（16）同上
（17）長谷川家文書抽 4-6-4-11（佐久島出張報
告の下書）に「同船水主壱人老人幸ひ居合、此
者者真栄丸身体不宜故去霜月中より乗下り在所
農業而已申居」とある。
（18）実現はしなかったが津川喜田家文書には
「太物丸雛形之絵図」が残されており、大伝馬
町組自身の廻船を所有しようとしたことがわか
る。
（19）日勤となる者には江戸店の支配役・勤番な
どを退役した者と、ずっと伊勢にいて江戸店を
経験していない者との２種類ある。
